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西　暦 和　暦 月 日 見　　出　し 関係団体 概　　略
1911 大正2 11 27 東北地方は美術思想の最も・・・・・ 照雲の人物紹介
1911 大正2 11 28 前号に弘前市出身の前田照雲氏の・・・・・ 照雲から来た手紙の紹介記事

1911 大正2 12 21 今日この頃　雪の人　＊芳香会の組織 芳香（流）会
芳香会について
要約：大仏殿が修繕中で古材を払
い下げているのを譲り受けて、観
音像を彫り頒布することにした。

大仏殿古材をもて観音像
1914 大正3 2 6 東京目黒の前田照雲氏は・・・・ 芳香（流）会 芳香会について

1914 大正3 11 20 東京府下目黒にある前田照雲氏から・・・・・ 文展へ入選した木彫「目黒の春」
が宮内省より買い上げられたこと

1915 大正4 1 1 甲寅の美術界を顧みて 照雲の論文
1915 大正4 1 14 兎と美術 照雲の論文
1915 大正4 2 18 此の間、東京府下・・・・ 芳流会（第2回）
1915 大正4 3 16 馬体木彫を頒布する・・・・ 芳流会（第2回）
1915 大正4 3 30 前田照雲君を・・・・・

1915 大正4 6 4 美術同好会の彫刻品陳列 島川観水の美術同好会 工藤翠雲、中野洋雲、前田照雲ら
の作品の頒布

1915 大正4 6 6 前田照雲氏は・・・・・ 芳香会（第２回）

1915 大正4 6 10 彫刻品展覧会　＊木造町公会堂　主催：島川観水 美術同好会（第2回） 工藤翠雲、中野洋雲、前田照雲ら
の作品の頒布

1915 大正4 6 11 本日五所川原の公会堂にて・・・・ 美術同好会（第2回） 工藤翠雲、中野洋雲、前田照雲ら
の作品の頒布

1915 大正4 6 13 彫刻品同好会 美術同好会（第2回） 工藤翠雲、中野洋雲、前田照雲ら
の作品の頒布

1915 大正4 7 9 島川観水の美術同好会は・・・・・ 島川観水の美術同好会
1915 大正4 9 14 県人と美術（１） 照雲著
1915 大正4 9 15 県人と美術（２） 照雲著
1915 大正4 9 16 県人と美術（３） 照雲著
1915 大正4 9 17 県人と美術（４） 照雲著
1915 大正4 9 18 県人と美術（５） 照雲著
1915 大正4 9 19 県人と美術（６） 照雲著
1915 大正4 10 28 神武天皇御木像頒布 芳流会（第３回）
1915 大正4 12 3 芳流会作品頒布順 芳流会
1915 大正4 12 22 東京府下恵比寿駅向かい、・・・ 照雲の近況報告

10月20日陸軍騎兵実施学校で閑院宮殿下の台覧に供
し、「壮雪快挙」。大日本美術協会に於ける東京彫工会第
28回競技展覧会で銅牌を受領。

東京彫工会第28回競技展覧会で
銅牌

1916 大正5 1 1 美術に現れた龍 照雲著
1916 大正5 2 25 壽雲木彫展覧会 雲刀香 兄の頒布会に、照雲も出品
1916 大正5 2 29 寿雲刀香会発会式 雲刀香 兄の頒布会に、照雲も出品
1916 大正5 3 20 翠雲木彫置物頒布 寿雲の弟子の翠雲の頒布会
1916 大正5 8 8 在東京の前田照雲氏より・・・・ 照雲の近況

＜表１＞ 前田照雲に関する新聞記事（東奥日報紙）
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西　暦 和　暦 月 日 見　　出　し 関係団体 概　　略
1916 大正5 8 25 本県彫刻家活躍　△前田照雲氏木彫展覧会 木彫展覧会（大阪、渋谷にて）
1916 大正5 10 12 芸術と生命（１） 照雲著
1916 大正5 10 13 芸術と生命（２） 照雲著
1916 大正5 10 14 芸術と生命（３） 照雲著
1916 大正5 12 15 大正５年最終の叫び（上） 照雲著
1916 大正5 12 16 大正５年最終の叫び（下） 照雲著
1916 大正5 12 17 大正５年最終の叫び（下） 照雲著

1918 大正６ 1 18 雑音の中にて　　五星会木彫展覧会　＊6月20日から
6月27日まで五星会木彫展覧会　於三越新館５ 五星会

1918 大正６ 1 24 紫雲　新しい木彫り 五星会
1918 大正６ 1 25 五星会から帰って 五星会
1918 大正６ 1 26 五星会の趣旨と作品 五星会
1918 大正６ 1 27 県出身の美術家　（１） 照雲著
1918 大正６ 1 28 県出身の美術家　（２） 照雲著
1918 大正６ 1 29 県出身の美術家　（３） 照雲著
1918 大正６ 1 30 県出身の美術家　（４） 照雲著
1918 大正６ 1 31 県出身の美術家　（５） 照雲著
1918 大正６ 2 1 県出身の美術家　（６） 照雲著
1918 大正６ 2 2 県出身の美術家　（７） 照雲著
1918 大正６ 2 3 県出身の美術家　（８） 照雲著
1918 大正６ 2 4 県出身の美術家　（９） 照雲著
1918 大正６ 2 5 県出身の美術家　（10） 照雲著
1918 大正６ 2 6 県出身の美術家　（11） 照雲著
1918 大正６ 3 19 立見将軍木彫肖像頒布会
1918 大正６ 4 25 春宵雑話（５） 五星会
1918 大正６ 4 25 木彫家前田照雲氏の引率する・・・・・ 五星会
1918 大正６ 5 22 照雲氏の木彫り頒布  ▲馬体置物「春の輝」 芳流会（第４回）
1918 大正６ 6 25 前田照雲氏は・・・ 芳流会（第４回）
1918 大正６ 7 19 実るまでの努力　六花会の事 （々１）
1918 大正６ 7 20 実るまでの努力　六花会の事 （々２）
1918 大正６ 7 21 実るまでの努力　六花会の事 （々３）
1918 大正６ 7 22 実るまでの努力　六花会の事 （々４）
1918 大正６ 7 23 実るまでの努力　六花会の事 （々５）
1918 大正６ 7 24 実るまでの努力　六花会の事 （々６）
1918 大正６ 7 25 実るまでの努力　六花会の事 （々７）
1918 大正６ 10 5 苦心中の大作破壊　前田照雲氏の遺憾 照雲の近況
1918 大正６ 10 27 暴風の後（１） 照雲著
1918 大正６ 10 28 暴風の後（２） 照雲著
1918 大正６ 10 29 暴風の後（３） 照雲著
1918 大正６ 10 30 暴風の後（４） 照雲著
1918 大正６ 10 30 暴風の後（５） 照雲著
1918 大正７ 6 22 前田照雲氏の五星会第二回木彫・・・・・・ 五星会（第２回）
1918 大正７ 7 10 三越の展覧会について 五星会（第２回）
1918 大正７ 7 13 五星会の木彫展覧会の・・・・・ 五星会（第２回）
1918 大正７ 7 21 五星会の木彫（上） 五星会 和田山蘭著
1918 大正７ 7 22 向日葵の蔭にて五星会の木彫（下） 五星会 和田山蘭著
1918 大正７ 1 1 春の輝き
1918 大正７ 2 7 血涙の跡　１ 照雲著
1918 大正７ 2 8 血涙の跡　２ 照雲著
1918 大正７ 2 9 血涙の跡　３ 照雲著
1918 大正７ 2 10 血涙の跡　４ 照雲著
1918 大正７ 2 11 血涙の跡　５ 照雲著
1918 大正７ 2 14 血涙の跡　６ 照雲著
1918 大正７ 2 23 前田照雲氏の置物青銅馬体頒布 照雲の彫刻頒布会
1918 大正７ 2 27 草鳴を想いて　照雲 照雲著　草鳴について
1918 大正７ 5 9 下渋谷より　帰省せる洋画家木谷末太郎君へ（上） 照雲著
1918 大正７ 5 10 下渋谷より　帰省せる洋画家木谷末太郎君へ（中） 照雲著
1918 大正７ 5 11 下渋谷より　帰省せる洋画家木谷末太郎君へ（下） 照雲著
1918 大正７ 6 9 初夏の都より（上） 照雲著
1918 大正７ 6 10 初夏の都より（中） 照雲著
1918 大正７ 6 11 初夏の都より（下） 照雲著
1918 大正７ 6 26 木彫展覧会　三つの魂会　故郷の皆さんへ（上） 五星会
1918 大正７ 6 27 故郷の皆さんへ（中） 照雲著
1918 大正７ 6 28 故郷の皆さんへ（下） 照雲著
1918 大正７ 7 3 選書受賞 五星会
1918 大正７ 7 12 木彫芸術の変遷について（上） 照雲著
1918 大正７ 7 13 木彫芸術の変遷について（下） 照雲著
1918 大正７ 7 13 弘前公園における津軽伯爵及び夫人 五星会
1918 大正７ 10 4 照雲刻の馬 美術展の開催
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西　暦 和　暦 月 日 見　　出　し 関係団体 概　　略
1918 大正７ 11 6 駱駝の歩み　渋谷七重様へ（下）　 照雲著
1918 大正７ 11 7 駱駝の歩み　中市絶壁様へ（上） 照雲著
1918 大正７ 11 8 駱駝の歩み　中市絶壁様へ（下） 照雲著
1919 大正8 4 1 東奥文壇　山の村へ　（上）前田照雲 照雲著
1919 大正8 4 2 山の村へ（下） 照雲著
1919 大正8 5 20 無始無終語　（上） 照雲著
1919 大正8 5 21 無始無終語　（下） 照雲著
1919 大正8 8 23 照雲氏と後進　隠棲に当たりて 五星会
1919 大正8 9 16 入院の前日に（上）
1919 大正8 9 17 入院の前日に（下）
1919 大正8 11 26 大鰐より　著：柯芳 六花会
1919 大正8 12 7 温泉の村から都の人々へ (1) 照雲著
1919 大正8 12 8 温泉の村から都の人々へ (2) 照雲著
1919 大正8 12 9 温泉の村から都の人々へ (3) 照雲著
1920 大正9 1 28 大鰐より
1920 大正9 2 21 大鰐短歌会
1920 大正9 2 23 若い歌人の集い
1920 大正9 2 24 忘れられない草明（上）　越前翠村へ 照雲著
1920 大正9 2 25 忘れられない草明（下）　越前翠村へ 照雲著
1920 大正9 3 20 照雲作品頒布会　　晩春と題したる老猿の置物
1920 大正9 3 21 照雲作品申込所
1920 大正9 4 6 春の宵に　淡谷悠蔵様へ　(1) 照雲著
1920 大正9 4 7 春の宵に　淡谷悠蔵様へ　(2) 照雲著
1920 大正9 4 8 春の宵に　淡谷悠蔵様へ　(3) 照雲著
1920 大正9 4 10 大鰐湯治中の・・・・・ 照雲の近況報告
1920 大正9 4 11 照雲作品頒布会だより
1920 大正9 4 23 大鰐湯治中の・・・・ 照雲の近況報告
1920 大正9 4 24 帰京に際して皆様へ（上） 照雲著
1920 大正9 4 25 帰京に際して皆様へ（中） 照雲著
1920 大正9 4 26 帰京に際して皆様へ（下） 照雲著
1920 大正9 5 2 大鰐静養中の・・・・・ 照雲の近況報告
1920 大正9 5 25 神秘の世界への一歩(1) 照雲著
1920 大正9 5 26 神秘の世界への一歩(2) 照雲著
1920 大正9 5 27 神秘の世界への一歩(3) 照雲著
1920 大正9 6 22 寂しき心で (1) 照雲著
1920 大正9 6 25 寂しき心で (2) 照雲著
1920 大正9 6 27 寂しき心で (3) 照雲著
1920 大正9 6 28 寂しき心で (4) 照雲著
1920 大正9 7 18 黙語　加藤東籬兄へ　（上） 照雲著
1920 大正9 7 19 黙語　加藤東籬兄へ　（下） 照雲著
1920 大正9 7 21 前田照雲氏へ（上） 山蘭から照雲へメッセージ
1920 大正9 7 22 前田照雲氏へ（下） 山蘭から照雲へメッセージ
1920 大正9 9 14 思想と生と　記念号に際して　横斜老兄　(1) 照雲著
1920 大正9 9 18 思想と生と　記念号に際して　横斜老兄　(2) 照雲著
1920 大正9 9 23 思想と生と　記念号に際して　横斜老兄　(4) 照雲著
1920 大正9 9 24 思想と生と　記念号に際して　横斜老兄　(5) 照雲著
1920 大正9 9 25 思想と生と　記念号に際して　横斜老兄　(6) 照雲著

1920 大正9 12 13 秋田雨雀、前田照雲の両氏は発起して、県出身の青年彫
刻家工藤翠浦氏の・・・木彫会を起こした・・・ 工藤翠浦の画会の発起人のひとり

1922 大正１０ 1 30 奨学会と貸費（上） 照雲著
1922 大正１０ 1 31 奨学会と貸費（中） 照雲著
1922 大正１０ 2 1 奨学会と貸費（下） 照雲著
1922 大正１０ 2 1 奨学会と貸費（下の１） 照雲著
1922 大正１０ 2 2 奨学会と貸費（下の２） 照雲著
1922 大正１０ 2 15 草鳴と末太郎（上） 照雲著
1922 大正１０ 2 16 草鳴と末太郎（下） 照雲著
1922 大正１０ 3 19 横斜老兄へ 照雲著
1922 大正１０ 6 1 東奥文壇　若草の香　桜庭芳露氏へ 照雲著
1922 大正１０ 6 17 前田照雲氏の銅製馬体頒布　戦没軍馬記念 芳流会
1922 大正１０ 6 23 神秘の花　中市謙三へ　（6月10日病床にて） 照雲著
1922 大正１０ 7 26 芳洲木彫会　弘前出身青年彫刻家 芳洲木彫会 発起人
1922 大正１０ 10 23 照雲氏馬体置物 芳流会（第５回）
1922 大正１０ 11 9 作品頒布会（上） 作品頒布会 発起人
1922 大正１０ 11 9 雲　林征次郎へ 照雲著
1922 大正１０ 12 9 黎明の人々へ 照雲著
1922 大正１１ 2 1 前田照雲 写真のみ
1922 大正１１ 3 2 伊豆伊東から不幸の生みし幸（上）前田照雲 照雲著
1922 大正１１ 3 3 伊豆伊東から不幸の生みし幸（下）前田照雲 照雲著
1922 大正１１ 4 5 伊東温泉より（下）　前田照雲 照雲著
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西　暦 和　暦 月 日 見　　出　し 関係団体 概　　略
1922 大正１１ 12 16 人生と死と思想と（１）　四国にて前田照雲 照雲著
1922 大正１１ 12 17 人生と死と思想と（２）　四国にて前田照雲 照雲著
1922 大正１１ 12 19 人生と死と思想と（３）　四国にて前田照雲 照雲著
1923 大正１２ 6 11 前田照雲氏消息 徳島県で制作中
1924 大正１３ 6 7 前田照雲氏　東京にて死亡
1924 大正１３ 6 12 照雲氏の死　　今純三 今純三の追悼文
1924 大正１３ 7 4 照雲氏追悼会　12日赤十字で
1924 大正１３ 7 10 白曜会展覧会　11日から三日間 白曜会
1924 大正１３ 7 13 白曜会同人の洋画と彫刻  赤十字支部開催の 白曜会
1924 大正１３ 7 17 白曜展開催　弘前陳列館で 白曜会

雑誌名 巻 号数 発行 年 月 目次　見出し
研精画誌 129 大正 7 9 学芸 「迷いから起こる芸術」　著：前田照雲
中央美術 4 3 大正 7 3 「混沌たる木彫界」　著：前田照雲
美術之日本 5 9 大正 2 9 論議と感想 美術界之近件　前田照雲氏の仁王感
美術之日本 8 8 大正 5 8 評論及研究 「現代美術と虚偽」　著：前田照雲
美術之日本 8 8 大正 5 8 雑録 前田氏木彫展覧会
美術之日本 8 10 大正 5 10 評論及研究 「絵画彫刻と馬体の研究」　著：前田照雲
美術之日本 8 12 大正 5 12 評論及研究 「日本画に於ける馬の歩様」　著：前田照雲
美術之日本 9 1 大正 6 1 評論及研究 「著名の日本画に現はれた馬」　著：前田照雲
美術之日本 9 2 大正 6 2 評論及研究 「日本画の彫刻と馬体」　著：前田照雲
美術之日本 10 2 大正 7 2 評論及研究 「近時の木彫芸術」　著：前田照雲
美術之日本 10 4 大正 7 4 評論及研究 「気分の模倣と形式の模倣」　著：前田照雲
美術之日本 10 7 大正 7 7 雑録 郷土社の芸術に就いて
美術之日本 12 10 大正 9 10 評論及研究 批評殊に作家の批評
美術之日本 13 1 大正 10 1 評論及研究 「真の芸術の第一歩」　著：前田照雲
美術之日本 13 6 大正 10 6 雑録 木彫芸術と女性

＜表２＞ 前田照雲に関する雑誌
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